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障害種別 H24 H25 H26
盲・聾 2.07 2.11 2.11
弱視・難聴・言語・重複 3.30 3.55 3.72
肢体不自由・病弱・虚弱 6.57 6.75 7.07
発達・精神 7.46 9.09 10.12
知的・慢性疾患・機能障害・その他 0.76 0.44 0.43
全障害学生数 20.16 21.94 23.45
平成24年度，25年度，26年度の実態調査のデータを基に筆者が作成


























































H24 H24 H25 H26
教材支援 テキストデータ化 5.5% 6.2% 7.5%
字幕 5.0% 5.3% 5.8%
点訳・墨訳 3.8% 4.2% 4.4%
支援者配置 ノートテイク 15.9% 15.4% 15.8%
パソコンテイク 8.3% 9.8% 9.3%
チューター・TA 7.3% 7.9% 8.7%
ガイドヘルプ 7.2% 7.1% 6.7%
手話通訳 5.1% 6.1% 5.0%
平成24年，25年，26年の実態調査のデータを基に筆者が作成
























































約で雇用されている。①実習生② AS ③ ALI の
順に経験・技術・知識の面で高くなるため，アク
セシビリティセンターでは，対応が難しい学期当
初は ALI を中心に経験のある AS と組み合わせ
て手配を行い，実習生は基本技術を習得する学期



























































































































































































































































他 : 大 学 に お け る 障 害 の あ る 学 生 へ の
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